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● 情報誌こうのす「郷土文化」シリーズ

　鴻巣市は埼玉県だけでなく、東日本有数の花の生産地として古くから知られています。
花は今日に至るまでにどのように生産が伸びてきたのか、そして私たちの暮らしにどのよう
な影響を与えてきたのでしょうか。

花 で つ な がる暮らしと歴
史 たち

since

1948

案内板には利用者へのメッセージが記されています。「日溜り
には人が集まり　散歩の途中でちょっと　一休みしながら　
花を眺めて癒される　そんな空間になればいいですね」

日だまりパーク4 主に生産される花の種類
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カーネーション サイネリア

プリムラ

日本一

サルビア

日本一

マリーゴールド

日本一

パンジー ビオラ

カランコエ

カランコエ
●花について
　華の俗字。もとは、上部の「 」（ ）2つの草と、下部の「化」
美しいの意から成り、草の花の意を表す。（形声文字）

●卉について
　もとは、（ ）3つの草を合わせて、多くの草、すべての草の意を
表す。（会意文字）

「花
か

卉
き

」とは？
くさばな。花の咲く草の意味。

　70 年前、寺谷地区から始まった鴻巣の花生産は、近隣の道
どう

永
えい

地区、川
かわ

面
づら

地区へと広がりました。そして市内東部の川里地区でも盛んになり、現在では
総生産量の約半数を川里地区で占めるほどになっています。

昭和 23 年	 鴻巣市寺谷地区で竹内武之助氏がパンジーを導入

昭和 26 年	 「ワラ編み床」でのシネラリア生産が開始

昭和 29 年	 「かつぎ出し出荷」のほか、三輪自動車による出荷開始

昭和 37年	 サルビア・マリーゴールド・マツバボタン・コリウス生産開始

昭和 39 年	 パンジー生産全盛期　東京オリンピック開催

昭和 42 年	 初の花市場「埼玉綜合園芸」開設

昭和 47年	 2 つ目の花市場「鴻巣園芸センター」開設

	 日光戦場ヶ原での「山上げ栽培」開始

昭和 48 年	 「花卉園芸組合」が鴻巣・川里地域で発足

	 鴻巣市の花を「パンジー」に制定	

平成 2 年	 大阪花の万博にて「花のまちこうのす」を全国にアピール

平成 3 年	 「川里花き連合会」発足	

平成 14 年	 「鴻巣フラワーセンター」開設	

	 「花のオアシス」開園

平成17年	 鴻巣市花組合発足　新「鴻巣市」誕生

	 NPO 法人フラワーピース発足	

平成 19 年	 鴻巣オープンガーデン「花の環」発足

	 第１回鴻巣オープンガーデン開催	

平成 20 年	 荒川馬室河川敷のポピー畑が栽培面積日本一	

平成 23 年	 第 1回こうのす花まつり開催	

平成 28 年	 「鴻巣の花を見て育てて贈ってふれあう花のある生活

	 促進条例」制定

平成 30 年	 第 8 回こうのす花まつり開催	

　鴻巣の花の生産は昭和 23 年から始まります。寺谷地区で竹内武
之助氏が、パンジーを１アールの面積に作付けしました。寺谷地区は
半湿田が多く、粘土質という土質がパンジー栽培にふさわしかったの
です。その後、油障子を利用した「ワラ編み床」と呼ばれる保温対策
の工夫がなされ、シネラリアの生産量を増やします。花々は背負いか
ごを利用した「かつぎ出し」により東京に運び出されました。高度経
済成長期には夏場の高温対策として高冷地で育苗する「山上げ栽培」
が導入されます。そして、後に日本一の出荷量を誇るサルビア、プリム
ラ、マリーゴールドなどの生産品種を増やし発展を遂げました。昭和
50 年代路地花から施設園への転換期を迎えます。ビニールハウスや
ガラス室などの施設で、野菜や花を作る農家が多くみられるようにな
りました。その後、バブル景気、ガーデニングブームを経て、今では
約 200 軒の花卉生産農家が存在しています。
　「生産→流通→小売→消費」の全ての工程が、市内各所で活発に
行われていることが「花のまちこうのす」の大きな特徴といえるでしょう。

70年の花の歴史

東日本最大級の花市場。月、水、金曜日の午前 7 時から切花と
鉢物のセリが行われています。事前の予約で見学が出来ます。

鴻巣フラワーセンター1

春はチューリップ、秋にはマリーゴールドが咲
き誇る花の公園。9月下旬に見られる草丈約
1ｍのひまわり畑も必見です。

花のオアシス2

周囲の人々が「時計台」と呼んでいる場所。
鴻巣市花卉園芸組合の方々によって定期的に
手入れされています。
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平成 4年、一般公募により「フラ
ワー通り」と命名されました。沿
道には花市場や花卉生産者のビ
ニールハウス、花関連の施設があ
ります。地域の方々によって大切
にされている神社仏閣の存在も見
逃せません。
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　鴻巣市大間 2丁目（大野神社裏）にある「いこいの場」はかつては
物騒な荒れ地でしたが、2007（平成19）年10月、地元住人らのボ
ランティア団体の方々によって整備されました。現在は毎週土曜日の
午前10 時から、有志の方々による清掃活動が行われています。
　みどり坂とは地元の人々が使う通称です。ここは近隣の住民たちのい
こいの場であり、放課後などには田間宮小学校の児童たちが藤棚の下
で元気に遊んでいます。毎年 5月にはフリーマーケットが開催されます。

　屋敷林に囲まれ、旧家の佇まいを残しながら訪れる人に安らぎと
懐かしさを感じさせてくれる場所。
　ひとたび長屋門をくぐると、そこには特別な時間と空間が広がります。
　花・食・音楽などの文化・芸術活動を通じて、あらゆる情報を発
信しています。
　バラのオーナーを募集し「市民によるバラ園作り」も行っています。

鴻巣駅東口→タクシーで約15 分
鴻巣駅東口→フラワーバス（広田・共和コース）で約 25 分（花久の里下車）

Access

花を愛
め

でることによって、私たちの心も潤います。
身近にある手作りの花々に、是非触れてみて下さい。

大野神社

コンビニ

至熊谷 至大宮

いこいの場

鴻巣駅
西口

　鴻巣駅の東口から免許センターへとまっすぐ伸びる道のうち、中
山道・鴻巣駅入口交差点から免許センターまでが「けやき通り」です。
　鴻巣駅入口交差点は、鴻巣駅と中山道とのアクセス道路として
整備され、当初は「丁字路」でした。
　そして、免許センター方面へと直進する道路が開通して「十字路」
となりました。その後、鴻巣青年会議所の皆さんの協力により、鴻
巣駅入口交差点から鴻巣警察前交差点まで「パンジー」などを植え、
清掃活動を行うようになりました。
　その後、沿道の自治会「東町町内会」の事業として委譲され、
毎年２回「花の植え替え」を行い、毎週日曜日に役員が交代で水や
りを行っています。

まちなかの花装飾

　花育とは	「花や緑に親しみ、育てる機会を通して、子供達に優
しさや美しさを感じる気持ちを育むこと」です。
　市内では小学 3 年生を中心に花卉組合が花育教室を行ってい
ます。生徒自身が自分で植えた一鉢を大切に育てることによって
情緒教育にも役立ち、地球環境にも興味を持ってもらう事ができ
ます。鴻巣が花の産地であるからこそ安価で良質の花を使うこと
ができ、また、市からの補助のほか、ボランティアの方々の支援
があってこそ成り立っています。
		 （写真提供 :	鴻巣北小学校）

　地球温暖化及び夏期の省エネ対策の一環として、NPO法人フラ
ワーピースと鴻巣市環境課による共催企画として毎年行われています。

　太陽電池で稼働しているエコ時計。ボランティアの方々によって花
の植え替えが行われ、季節の花 を々背景に時が刻まれます。

　　空中に吊るしたり、壁に掛けたりして用いる植木鉢や植木鉢を入れる籠のこと。またその鉢にその植物を植えこんだ物をいいます。
　定期的に丁寧に行われる花の手入れ。自動潅水により、一日2回（朝と夕）水やりが行われます。

● 情報誌こうのす「郷土文化」シリーズ

　JR鴻巣駅東口ロ
ータリーの花時計

　東町自治会による
花の水やり作業

　花育教室の取り組
み

　ハンギングバスケ
ット（空間の花装飾

）

緑のカーテンコンテ
スト

　いこいの場（みど
り坂）

花久の里
KAKYU NO SATO
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